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｢第 17 回日本古典籍講習会｣を受講して
吉田 千草＊
１．はじめに
明治大学図書館では毛利家旧蔵書、黒川文庫、江戸文藝文庫など、様々
な日本の古典籍を所蔵している。また、購入や寄贈を受けて新たに受け入
れすることもある。
本学では新刊書の大部分の目録作成を業務委託で行っているが、貴重
書・準貴重書に分類されている資料については業務委託を行っておらず、
本学図書館職員が「和古書整理マニュアル」「（洋書）貴重書マニュアル」
に従って目録作成を行っている。
私は現在、江戸文藝文庫選定分科会の事務局を務めている。資料の出納
をしているうちに目録が整備されていない資料が約 1,700 冊あることを知
り、少しずつ目録整備を始めた。始めてすぐに様々な難題にぶち当たった。
日本古典籍の知識を体系的に習得する必要性を痛感していたときに、ちょ
うど「第 17 回日本古典籍講習会」が開催されることを知り、幸運にも受講
できることとなった。当研修報告では４日間の研修内容を紹介し、得た成
果と今後の活用について考察したい。
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２．講習会概要
趣旨：日本古典籍の整理・目録化を促進し、広く活用されるよう環境の
整備を図るために、各所蔵機関の図書館員等を対象として書誌学
の専門知識や整理方法の技術修得を目的に研修を行う。
主催：人間文化研究機構国文学研究資料館、国立国会図書館
期間：2019 年７月２日（火）〜５日（金）
場所：国文学研究資料館、国立国会図書館東京本館
定員：33 名
３．講習会の内容
１日目
【講義１】はじめての古典籍
講師：神作研一氏（国文学研究資料館研究主幹）
古典籍を取り扱う際の総論を学んだ。
古典籍の定義とは『日本古典籍書誌学辞典』（岩波書店、1999）による
と「古い書物の中で、特に内容・形態ともにすぐれているもの」である。
また書誌学とは「書物を対象とした文化史的な研究」であり、書誌学
的観点からみると古典籍は「写本」と「刊本」に大別できる。識語、奥
書、刊記といった書誌用語や書誌記述の方法についても学んだ。
この講義では、古典籍や書誌学についての多くの参考文献もご紹介い
ただいた。今後参考にしていきたい。
【講義２】くずし字について
講師：岡田貴憲氏（国文学研究資料館特任助教）
この講義ではくずし字についての基礎知識を学び、初歩的な課題によ
る読解訓練を行った。
私も目録を作成する際、くずし字には何度も悩まされて来た。くずし
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字は、時代・ジャンル・個人によって崩し方の差異が大きく、読解には
相当の修練を要する。まずは変体仮名の字母 322種のうち、使用頻度の
高い 150種を習得する必要がある。読めない字は前後の文章から文字を
類推する。
これから日常業務の中で少しずつ訓練していきたい。
【講義３】写本について
講師：海野圭介氏（国文学研究資料館教授）
この講義では、写本の歴史的概要と奥書・識語について学んだ。
現存する日本最古の写本としては聖徳太子の『法華義疏』があり、７
世紀以降は写経が盛んに行われた。近世に入ると商業出版が始まり、写
本が書物の中で重要な位置を占める時代は明治期をもって終わる。
書物には成立の事情や伝領の過程を記した文書が記されることがあ
り、それらが奥書と識語である。これらは写本の系統や伝来の過程を知
る重要な手掛かりとなる。他の本から転記した奥書や識語もあり、判断
するためには書誌学的知見や本文研究が必要である。
書写年代の判定には奥書・識語のほかに、装丁や紙質なども併せて考
える必要がある。
【講義４】版本について
講師：木越俊介氏（国文学研究資料館准教授）
この講義では、江戸時代の版本を対象として、刊記や奥付を中心に
①記載される年月日の意味 ②複数の本屋の名前が記載されるのはなぜ
か ③同じ内容の本なのに刊記・奥付が異なる場合があるのはなぜか、
などの事項について理解し、実際に目録を作成する際に注意を払うべき
点について学んだ。
①については「刊記」とはその名のとおり「刊」の情報であり「印」
の情報は原則記載されない。よって、早印本か後印本かについては、版
面の状態から総合的に判断して見極めるしかない。
②について、江戸時代の版本は共同で出資されることが多々あったた
め複数の本屋が列記されている。その関与の度合いには差があり、刊
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記・奥付は主版元を確定するのに重要である。また朱印の有無が時には
主版元を示すこともあるが、そうではない例もあり、一概に判断できな
い。
③については板株は売買されるものであり、板木とともに書肆間を移
動する（＝求版）。求版であることが明記されていればそのまま目録に
記載すればよいが、明記されていない場合は判断が難しい。
【講義５】蔵書印について
講師：堀川貴司氏（慶應義塾大学付属研究所斯道文庫教授）
この講義では、蔵書印を調べる意義や書誌的記述に関する注意点につ
いて学んだ。本の受容の歴史の中で、蔵書印と書き入れはたいへん重要
である。
蔵書印は読むのが難しく、不明の場合は前後を推測するしかない。普
段から蔵書印の図録等を見ておくことが大切である。
また、蔵書印の位置、色、陰陽、大きさ、形、字体などについても学
んだ。
【講義６】絵入り本について
講師：小林健二氏（国文学研究資料館名誉教授）
この講義では絵入り本の中でも、室町末期から江戸前期に作られた彩
色絵入りの絵巻や絵本（奈良絵本）の歴史・題材・形態などについて学
んだ。
奈良絵本は印刷された書物とは異なり、全て手作業で作られた書物で
ある。寛文・延宝年間（1661-81）が最盛期であったと考えられる。たい
へん豪華な書物であり、大名や豪族が所蔵していたものが多い。
一部の絵巻・絵本に見られる素朴で古雅な図柄が奈良の土産物などに
描かれる奈良絵と似ていることから「奈良絵本」と称されてきた。実際
には京都を中心に制作されていたことが明らかになっている。題材は、
平安時代の王朝物語から江戸時代初期の仮名草子まで多種多様である。
本学でも奈良絵本「くまののゑんぎ」を所蔵しており、本学の蔵書を
理解するためにもたいへん有意義な講義であった。
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２日目
【講義７】装訂・料紙について
講師：落合博志氏（国文学研究資料館教授）
古典籍を理解する上で装訂や料紙について理解することは、最も基本
的な事項である。世界の書物の中でも日本の古典籍は、装訂の多様性が
特色のひとつである。
講義のなかで、巻子本の類（巻子本、継紙）、折本の類（折本、折帖）、
冊子本の類（袋綴、折紙綴、単葉装、粘葉装、双葉装、裂帖装、単帖装、
画帖装）について、実際の本を見ながら学んだ。
また、料紙については楮紙、斐紙、三椏紙、厚様斐紙、斐紙に泥土の
粒子を混ぜて漉いた間合紙などについて学び、また実際にその料紙を
使った書物に触れることができた。斐紙は繊維が詰まっていて表面が滑
らかであり、高級品である。したがって、斐紙を用いた本は格の高い書
物といえる。
【講義８】表紙の文様について
講師：齋藤真麻理氏（国文学研究資料館研究主幹）
この講義では、古典籍の表紙にほどこされた文様について、名称や命
名の由来など基礎的な知識を身につけるとともに、古典籍研究にとって
どのような意義があるのかを学んだ。
表紙は麻、絹、緞子布などを用いた「裂表紙」と「紙表紙」に大別さ
れる。「裂表紙」は豪華な絵巻などに用いたものである。書物の多くは
「紙表紙」であり、用いた料紙は様々である（素紙表紙・香表紙・渋引き
表紙・紺紙金泥表紙・丹表紙・刷付け表紙）。また、表紙には様々な文様
をほどこしている。
本学の古典籍の書誌には表紙の文様まで記述していないが、今後検討
する必要があるかもしれない。
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【展示見学】「和書のさまざま」
【講義９】江戸の出版文化
講師：入口敦志氏（国文学研究資料館教授）
国文学研究資料館で所蔵している日本の古典籍を様々な観点から紹介
している通常展示を見学し、その後、講義室に戻って講義を受けた。
講義で学んだ知識を念頭に実際の書物を見ることで、頭の中が整理さ
れた。本の様式で書物の格付を判断できるということが、実際の古典籍
を一覧して見ることでよく分かった。例えば、書型が大きいほうが小さ
いものよりも格式高い書物であるし、文字で言うと、ひらがな・カタカ
ナ・漢字の順で格式が高くなり、整版本・活字版・写本の順に格式が高
くなる。
書型とその内容が密接に関連していることが江戸時代の出版物の大き
な特徴と言える。
【講義 10】幕末明治の出版文化
講師：山本和明氏（国文学研究資料館教授）
この講義では近世後期から幕末明治期の出版文化について概観するこ
とができた。商業出版の隆盛から出版物量も増え、残存率も高くなる。
近世の書物は格の高い「物の本」（宗教書・和漢の学問書・医学書など）
と大衆向けの「地本」（洒落本・草双紙・読本・滑稽本・人情本など）に
分けて考えられる。「物の本」は書物問屋が扱っていたのに対し「地本」
を扱うのは地本問屋であった。
書物を本屋仲間で出版すると、出版した本屋には株（＝営業上の権利）
が派生し、板木を売らない限り原則その本屋に属する（＝版権）。18 世
紀後半からは複数の本屋で共同出版すること（＝相合版）が増える。近
世には何度か幕府の規制が行われ、株仲間の解散の一環として本屋仲間
が解散させられたこともあった。
近世後期にあっては、庶民の多くにとって本は購入するものではなく
貸本屋で借りるものであり、家に書物を所有することはステータスを意
味していた。
明治期には「出版条例」が制定され、内務省による検閲が始まった。
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●国文学研究資料館閲覧室と書庫の見学
講師：小島 歩氏（国文学研究資料館管理部学術情報課図書情報係長）
閲覧室と、一般の利用者は入ることのできない書庫を見学させていた
だいた。
書庫の中で和装本は全て帙に入れ、立てて所蔵しているのがとても印
象的であった。
また館内に殺虫室があり、殺虫処理は低酸素法で行っている。
３日目
【講義 11】国文学研究資料館 和古書目録データベースの作成
講師：飯沼邦恵氏
（国文学研究資料館古典籍共同研究事業センター事務室副室長）
堀野和子氏
（国文学研究資料館管理部学術情報課古典資料目録係長）
田中 梓氏
（国文学研究資料館管理部学術情報課古典資料目録係員）
普段、古典籍の目録を作成する際に必ず参考にするのが「日本古典籍
総合目録データベース」である。この講義を通じて、その成り立ちや基
本構造について理解することができた。また「国文学研究資料館和古書
目録データベース」と「日本古典籍総合目録データベース」の関係も理
解した。今後の業務で活用する際にたいへん参考になった。
【実習１】国文学研究資料館和古書目録の作成
実際に国文学研究資料館で所蔵している古典籍の現物を手に取り、書
誌レコード作成要領に従って目録を作成した。実際の現物を見てみる
と、作成要領どおりに目録をとれない例が数多くあることを改めて実感
した。講師の方に質問をしながら作成したが、困ったときにはとにかく
「現物そのままを分かるように書き記すこと」が基本である。また、質問
して改めて分かったことは、書誌記述の正解というものはなく「目録作
成機関によってどのように記述をするかが統一されていればよい」とい
うことである。本学でもマニュアル等で記述を統一することが大切であ
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ることを改めて実感した。
【講義 12】日本語の歴史的典籍のデータベースについて
講師：松原 恵氏（国文学研究資料館古典籍共同研究事業センター事務
室データベース第一係長）
この講義では 2014年度から 2023 年度の 10 年間を予定して実施され
ている「日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画（略：
歴史的典籍 NW事業）」の概要について学んだ。この事業は国文学研究
資料館が大学・専門的機関と協働して 30万点の歴史的典籍画像データ
の作成と公開を目指している。2017 年 10 月に「新日本古典籍総合デー
タベース」が公開されているが、これは本学でも資料の比較をするとき
に大いに活用しているデータベースである。
現在も国文研所蔵資料の撮影、国文研で収集したマイクロフィルムか
らの画像作成、国内拠点大学での撮影を推進中である。
４日目
【講義 13】国立国会図書館における和古書書誌データ作成
講師：沢﨑京子氏（国立国会図書館利用者サービス部人文課古典籍係）
国会図書館における古典籍資料や収集の歴史、目録作成およびデータ
ベース化の状況、書誌的記述の記録方法について学んだ。国会図書館で
は「日本目録規則 1987 年版改訂３版」に準拠した和古書適用細則を独自
に作成し、適用している。
【講義 14】国立国会図書館における古典籍資料の電子化
講師：石田暁子氏（国立国会図書館利用者サービス部人文課古典籍係）
国会図書館における古典籍資料電子化の経緯、マニュアル、デジタル
化状況、対象資料の選定方法、仕様書から検収までについて学んだ。納
品後 10 日以内に検品、ゴミやピンボケや色について全点チェックをす
るご苦労についても伺い、たいへんな作業であることを改めて感じた。
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【講義 15】図書館における資料保存
講師：宇野理恵子氏
（国立国会図書館収集書誌部資料保存課和装本保存係長）
図書館における資料保存は、大きく「予防」と「手当」に分けられる。
状態の良い資料は予防、劣化・破損した資料については手当を施すこと
になる。
劣化・破損の外的要因としては災害やカビ・虫・光など、内的要因と
しては酸性化・劣化・壊れ等、人的要因としては不適切な取扱いや排架・
複写などが考えられる。
資料が傷んでしまってから手当をするのではなく、予防的な対策にも
重点をおくことが必要である。また、各機関の保存方針のもとで手当て
の必要な資料を選別して適切な手当を行うことが大切である。
【実習２】四つ目綴じ・簡易帙の作製
講師：青木留美子氏
（国立国会図書館収集書誌部資料保存課和装本保存係）
宇野理恵子氏・正保五月氏
（国立国会図書館収集書誌部資料保存課洋装本保存係）
四つ目綴じの実習と簡易帙の作製を行った。
和装本の綴じが切れてしまった場合、簡単な補修は自館で行うという
観点から、このように綴じの実習を行うことはとても有意義であると感
じた。綴じなおしをした場合は、元の糸は小袋に入れて資料と一緒に保
管するのが望ましい。
簡易帙は、材料さえ揃えば思ったよりも簡単に作ることができてとて
も便利である。
今後は教えていただいた技術を生かし、資料や痛みの度合いによって
は自館で手当を行っていきたい。
●国立国会図書館古典籍資料書庫の見学・資料紹介
普段は入ることのできない古典籍資料書庫の見学をさせていただき、
所蔵されている貴重な資料を見せていただいた。
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４．成果と活用、今後の目標について
今回の研修で、日本古典籍の基礎的知識を体系的に習得することができ
た。現在江戸文藝文庫の目録整備を行っているが、この研修で学んだ知識
が日々大いに役立っている。今回学んだことを基礎にし、講義の中でご紹
介いただいた参考文献等を活用し、今後も引き続き学んでいきたい。
目録の記述についてはひとつの決まった規則があるわけではない。各所
蔵機関により蔵書の特性が異なるので、各機関で特性に合った規則を作成
することになる。大切なのは、機関内で記述方法を統一させることである。
また、古典籍は近代以降の刊行物と違って、同じ本文でも資料によって
１点１点異なり、個別書誌を作成しなければならない。イレギュラーなも
のも多く、ときには専門家と相談しながら業務を進める必要がある。昨今、
目録作成業務の業務委託化が進んでいるが、古典籍の目録作成は定型化す
ることのできない業務である。基礎知識はもちろんのこと、蔵書全体を把
握した上で書誌の記述を考えなければならない。将来的にも業務委託する
ことのできない「専任職員の業務」であることを改めて実感した。
今後の目標としては、今回学んだ古典籍の基礎的知識を踏まえて江戸文
藝文庫の目録整備を完成させること、そして並行して本学の古典籍目録マ
ニュアルを確立させていきたいと考えている。
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